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サレル樣二色々=變化シ得ルノデアルカラアマ■リ重點ヲ置Iク事ヲ—得ズ、ジタガツテ Baker 
ノ記載トノ食ヒ違ヒ ハ 看過シ得ラレルモノト思 ハレ. ル。本 種ハブ ラジル 南部 ノ原產卜言 ハ 


レ種々/園藝品ノ親トナツテヰルガ、觀察シタ本品ハ殆‘ド原種二近イモ，卜思ハレル。小 
笠原島デハ父島卜母烏二普通二栽培セラレ、所二テハ半野生的ニナツテ居ル。同島デハ 
葉ハ冬期モ枯死シナイ。 V , (津山 尙 ） 

• ... パ 4 ■し....•ゾ. ■ 

c . .:4 : . 
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地表ヲ採集スル爲ニハ誰レモ先ダ高山ノ所#麵教帶4:#\ル地 1 區ヲ目指シテ贷名ノハ常 
識デアル、サリトテ低地ノ地衣相ヲ閑却シテノ、二地方/地衣フ$ラハ何時迄モ完成,シナイノ 



犬山橋ノ上流木曾川中ノ岩右が社い注衣けノ群落アリ 
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デアル。本年ノ夏ハ所用ン爲二 
，遠征ガ不可能デ、アツタノデ少閑 
.ヲ利用シ尾張犬山附近ノ木曾州 
沿岸ヲ.採集シタ。其第ーノ目標 
ハ：所謂 P 本ライント稱スル區域 
ノ河中ミ突出スル岩石デ豫想二 
違ハズみたきの] £)(27^/mt hon - 

dana A. Zahlbrtokner )，( 本 
誌第 7 卷 275 頁）ノ大群落ガア 
リ、叉 Heppm guepini (Del.) 
Nyl (本誌第7卷325頁及第 
10 卷 683 頁參照）卜覺 シキ モノ 
ヲ多量二得夕〇嘗テ記載シタ 
Heppia japomca x . Asahina 
二比べルト葉體ガ鳶色デ黑色デ 
ハナク且ツ粉子モ楕圓形デ紡錘 
形デナイ、サレバトテ歐洲產ヤ 
滿洲產ノ丑 Guepini 二全クー 

致ハシナイガ 目下 ノ所デハコ レ 
卜 同定ス ヨリ 仕方 ガナイ。又此 
處ニハかはいはたけ ( Dermato - 

carpon mimatum ) ガ非常二多 

ク審苑I シ、日本ライン/コ-ス 
ヲ舟デ下リツ、岩石ノ水邊二近 
キ部位ヲ凝視シデ居ルト幾ラデ 
モ大群落ヲ見付ケル コト ガデ、キ 
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シテ赤松ガ生ェ下草 ハナ ク赤土ヲ锞出シテ居ル、燥原二近イ モ ノト思•ノ、レルガ此處ユ發生 
スルノ類ハ 中部歐洲ノ不毛 ナル 原野、矮樹林等 二 出現 スル 種類=酷似シ CTa - 
doma ranaiferina f. tenmor % CL sylvatica i.decumbens ， Cl. aagrejata, CL cnsvata, CL 

… ' ドタ、. 

squamosa，CL verticillata，CL subcariosa ， Cl. strepsilis 等ガアル、又土田村ノ'遊覽船發 
着所附近ノ山手デけつとごけ (Dictyone?na sericeum) ノ , 一小片ヲ採、ソタ盖シ從來ノ最北限 
/產地遠州秋葉山（本誌第3卷;150頁）ヲ北=越ユルコト約50粁程デアル。 

(朝比，奈泰彥) 


〇かぢのきノ葉ノ著キ方 

かぢのき (Broussonetia papyrifera Vent.) ノ葉ノ着キ方ハド、■ウナ、イテ'居ルカ？' .卜問ハ 
レタラ 何人モ言下二互生卜答へルデアラウ。シカシ其レ ハ 公ノ場合ノコトデアツテ對生ノ 
コ トモ アル。一般=莖ノ頂部デハ對生デ、生長スルニ從ヒ互生 ユナ ル0 中ニ ハ互生卜對生卜 
ヲ交互ニヤツテ居ルコ トモ アル。.余ハソン ナ 標本ヲ持ツテ居ル0あさハ大體幼本ガ對生デ: 
生長 スルト 互 生ニナ ルコトハ餘リ I •- " ■-~— ..... 

ニモ名高ィガ、かぢのきハ正二其 ■ .. f ■ 
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〇ひめがまノ奇態 

ひめがま {Typha angustata 
Bory et Chaub.) ノ花穂ハ雄穗 
卜雌穗トノ間二間隔ヲ有スルモノ 
ダガ本品ハ雌穗ガニ段ニナリタル 
爲メー見異樣ヲ呈シテ居ルガ、夕 
ダ、夫レ丈ノ事デナル依ツテひめが 
まノー奇態トシテ報吿シテオタ。 
昨年ノ夏千葉縣ノ八積附近ノ池沼 
中デひめがまノ常態ノモノニ伍シ 
テタダー本見附カツタ モノデ了 
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